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22年前 
 

村上 征勝 

最近『終わった人』という小説を読みました．

定年退職者が，自分はもう社会的には「終わった

人」になったのではないかと生きがいを失い，悩

む話です．実は私はそろそろシニア会員の手続き

をしようと考えておりました．いつの間にか，「終

わった人」になる道を進んでいたのではないかと

思います．このような時に，名誉会員のご連絡い

ただきました．大変光栄に思います．どうやら「終

わった人」になるには，まだ少し時間があるので

はと，告げられたような気がしました． 

統計数理研究所に在職していたときに学会事務

局を担当しました．22 年も前のことです．当時，

学会の財政は大変厳しい状況にありました．学会

誌の出版費がその年度内の会費では賄えず，支払

い延期を出版社にお願いするという状況が何年も

続きました．支出削減と会費の値上げしか思いつ

かない知恵も能力も乏しいものが事務局を担当す

るとどうなるかという悪しき例で，事務局を担当

した 10 年間財政健全化は遅遅として進まず，会

員の方にはご迷惑をおかけしました． 

事務局を担当する前には２年ほど欧文誌編集の

仕事をしました．欧文誌は科研費の出版助成を受

けていましたが，申請書に記入したページ数を満

たした論文誌を年度内に出版しなければペナルテ

イが課せられるため，3 月は憂鬱な月でした．林

知己夫先生からは「（そんな心配をしなくても済む

ように），もう少し何とかせぇ」と何度もお叱りを

いただいたものでした． 

ただ現在は，学会の財政状況も欧文誌の編集状

況も大変健全な状況にあり，22年前とは雲泥の差

があるように思います．うれしい限りです． 

個人的な話で恐縮ですが，私は，『源氏物語』や

井原西鶴作品などの主として古典作品の文章分析，

浮世絵等の絵画の計量分析，古代寺院の建立年代

の推定などの考古学，歴史学の分野の計量分析な

ど，文化研究にデータサイエンスの考え方，手法

を取り入れる研究を行ってきました．このような

研究を行うにあたり，行動計量学会のさまざまな

分野の研究者の方のお世話になりました．学会の

仕事はすでに「終わった人」になっていますが，

「名誉会員」という言葉には，研究面ではまだ「終

わった人」ではありませんよとの意味が含まれて

いるのではないか思っています．会員の皆様にお

礼申しあげます． 

     

村上征勝（むらかみ・まさかつ） 

同志社大学文化情報学部

教授 

統計数理研究所を経て，2005

年より現職．工学博士． 
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役員異動のお知らせ 

 
以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・統計関連学会連合委員 

・事業委員 

植野 真臣（就任） 

中山 厚穂（就任） 

星野 崇宏（就任） 

・統計教育推進委員 

植野 真臣（退任） 

渡辺 美智子（就任） 

・教材開発委員 

松本 渉（継続） 

 

・2016年度連合大会委員 

・連合大会運営委員 

鈴木 雅之（退任） 

山本 倫生（継続） 

久保 沙織（就任） 

・連合大会プログラム委員 

羽鳥 剛史（退任） 

川端 一光（継続） 

玉利 祐樹（就任） 

 

 

訃報 

京極純一名誉会員が，2016年2月1日にご逝去さ

れました．謹んで哀悼の意を表します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『行動計量学』投稿のお誘い 

原則初回6週間（二回目以降原則4週間） 

での審査結果の返却 

 
和文誌編集委員長 星野崇宏（慶應義塾大学） 

 

昨年5月から本誌は委員会メンバーも新しくな

り，今後魅力的な特集論文や展望論文など委員会

企画による様々な新しい取り組みを行うつもりで

おります． 

しかし本雑誌は皆様の投稿された論文をメイン

コンテンツとして成立するものであり，さらなる

投稿数の増加と紙面の活性化が望ましいと考えま

す．そこで施策の一環として新委員会から査読期

間の短縮を行っております． 

初回の査読は原則として6週間，二回目以降の

査読は原則として4週間で査読結果をお返しいた

します．実際，新委員会でハンドリングした論文

は，すべて6週間程度で査読結果をお返ししてお

ります． 

 

＊統計としては昨年5月以降一回目査読につい

ては 平均34日 最長44日です． 

 

このように，現状では比較的迅速に査読結果を

お返しできており，今後とも期限内での査読結果

の返送に最大限の努力を行います． 

 

皆様の積極的な投稿をお待ちしております． 

 

＊投稿規定は 

http://www.bsj.gr.jp/journal/index_j.html 

投稿先は 

http://www.bsj.gr.jp/inquiry.html#paper 

をご覧下さい． 
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日本行動計量学会第44回大会のお知らせ 
 

大会実行委員長 中村永友（札幌学院大学） 

 

 前回の会報でお知らせいたしましたが，第 44

回大会を札幌学院大学で開催いたします．各種日

程がほぼ固まりましたので以下にお知らせいたし

ます． 

 

日時：2016年8月30日(火)～9月2日(金) 

場所：札幌学院大学 

 〒069-8555 北海道江別市文京台11番地 

大会ウェブサイト： 

http://bsj.wdc-jp.com/2016/ 

  交通アクセス： http://www.sgu.ac.jp/ 

(サイトの上部の「交通アクセス」から) 

 

各種日程： 

3月1日： 特別セッション， 

ラウンド・テーブルの企画募集開始 

4月1日： 一般発表申込，抄録原稿受付， 

チュートリアルセミナー参加申込， 

大会参加事前申込，各種開始 

4月28日： 特別セッション企画募集締め切り 

6月6日： 一般研究発表申込締め切り 

6月13日： 抄録原稿提出締め切り 

6月27日： プログラムのウェブ公開 

7月11日： 事前参加申込締め切り 

7月25日： プログラム冊子送付予定 

  ※ 諸事情により変更があるかもしれません． 

 

 特別セッションの企画，一般研究発表，参加申

し込みなどは，すべて大会ウェブサイト 

 

http://bsj.wdc-jp.com/2016/ 

 

を通して行います．詳細な情報や案内事項，参加

費などは大会ウェブサイトをご覧下さい． 

 ポスター・セッションとラウンド・テーブルは

前回と同様に行います．こちらの方もふるってご

応募下さい．また，学会のサポートにより，学生

は懇親会の負担を1,000円といたします．年齢に

関わらず学生の方々は，どうぞこれを利用して懇

親会にご出席下さい．懇親会会場は，現段階では

未定ですが，北海道の自然の恵みを堪能できるよ

う計画を進めております． 

 会場である札幌学院大学は，札幌市の東隣に位

置するベッドタウンでもある江別市にございます．

最寄りのJR駅は函館本線大麻（おおあさ）駅で，

JR札幌駅から快速で15分，降車後徒歩約10分で

す．新千歳空港から直接お越しの場合は，新札幌

駅（札幌駅の手前）で下車していただき，路線バ

スで約15分でございます．札幌市内からのアクセ

スは非常に良いです．詳しくは本学ウェブサイト

の交通アクセスをご覧下さい． 

 札幌学院大学は，1946年にその前進となる札幌

文化専門学院が創立されてから，今年 2016 年は

創立 70 周年を迎えます．その記念の年に日本行

動計量学会の大会を開催できることを喜ばしく思

います．本学での開催が有意義な議論・講演とな

りますよう，実行委員会として最善を尽くしてお

待ちいたしております． 

 大会日程の8月下旬から9月上旬は，北海道へ

の観光客が少なくございません．講演申し込まれ

た方は，お早めに宿の手配をされますよう，よろ

しくお願いいたします． 

 皆様にお会いできるのを楽しみにしております． 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://bsj.wdc-jp.com/2016/
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2016年度統計関連学会連合大会のお知らせ

（第一報） 
 

運営委員長 桜井裕仁（大学入試センター） 

実行委員長 星野伸明（金沢大学） 

プログラム委員長 林篤裕（九州大学） 

 

1．2016年度統計関連学会連合大会について 

2016年度統計関連学会連合大会は，応用統計学

会，日本計算機統計学会， 日本計量生物学会，日

本行動計量学会，日本統計学会，日本分類学会の

共催により，2016年9月4日（日）から7日（水）

まで開催いたします．初日の9月4日は，石川県

教育会館（http://kyouiku-kaikan.wix.com/ishikawa/）

にて チュートリアルセッションおよび市民講演

会を，9月5日から7日までは，金沢大学角間キ

ャンパス（http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/ 

access/）にて一般講演や企画セッション，コンペ

ティションセッション，ソフトウェアセッション

などを，それぞれ予定しています． 

 

2．一般講演や大会参加について 

 一般講演や参加の事前申込，報告集原稿提出は

今後開設するホームページで行います．一般講演

申込の締め切りを5月下旬（予定）とし，それ以

降に，報告集原稿提出および参加の事前申込の締

め切りを設定いたします．発表を計画されている

方は予定に組み込んでいただければ幸いです．確

定した期日や具体的な企画は，2016年3月上旬

ごろに発行予定の第二報でお知らせいたします． 

 

3．各種企画について 

 本大会においても従来の大会と同様に，チュー

トリアルセッション，市民講演会，企画セッショ

ン（4月上旬に締め切りを設定予定），コンペティ

ションセッション，ソフトウェアセッションなど

を予定しています．何かご意見やご提案をお持ち

の方はプログラム委員会（kikaku2016(at)jfssa.jp）

までお知らせ下さい（(at)を@に置き換えて下さ

い）．各種企画の詳細は，第二報でお知らせいたし

ます． 

 

4．宿泊早期予約の注意喚起 

2015年3月の北陸新幹線開業以来，金沢市内

および近辺では宿泊施設の予約が取りにくい状況

が続いています．また本大会の開催期間には，金

沢大学角間キャンパスにて他学会の開催も予定さ

れており，近隣の宿泊施設は満員になることも予

想されます．お早めに宿泊をご予約下さい． 

 

運営委員会より 

 

春の合宿セミナー開催のお知らせ 

（定員に達したため，申し込みは締め切りました） 

 

第18回春の合宿セミナー実行委員長 

芳賀麻誉美（徳山大学） 

 

日時：2016 年3 月25 日（金）～ 3 月27 日（日）

（2 泊3 日） 

会場：東富士リサーチパーク内TOTO東富士研修所 

参加費: 

 

準会員（学生) 4,000 円 

学生非会員    8,000 円 

正会員（一般) 8,000 円 

一般非会員    16,000 円 

 

＜プログラム詳細＞ 

 

Aコース「The 機械学習入門」 

講師：筑波大学名誉教授 平井有三先生 

 

 まず，パターン認識の世界を概観し，パターン

認識が「特徴抽出」，「学習」，「識別規則」からな

ることを紹介する．さらに，学習データを用いて

設計した識別機械が実世界で犯す誤りを予測する

こと，すなわち汎化能力を予測することの重要性

を指摘し，予測する手法について紹介する． 

 その後，パターン認識の代表的な学習・識別ア

ルゴリズムである，ベイズの識別規則，k-Nearest 

Neighbor 法，線形識別関数，パーセプトロン型

学習規則，サポートベクトルマシン，部分空間法，

クラスタリング，識別器の組み合わせによる性能

強化などについてその原理を紹介するとともに，

統計解析環境Rによる実行例を用いてそれらの特

性について解説する． 
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 また，講義では，最近話題の Deep Learning

についても簡単に紹介する予定である． 

 

B コース「驚異の統計フリーソフトHAD を使っ

て使って使い倒す！」 

講師：関西学院大学社会学部准教授 清水裕士 

先生 

 

 本講演では，フリーの統計ソフトHAD を用い

た統計解析について解説する． 

 各コマごとに，統計手法の概要を説明し，その

手法をHADで実行する方法や， 結果をどのよう

に解釈するかについて解説する． 

 参加者には自身のPC を用いて，講師とともに

実際にHADを使いながら分析を行い， 各手法の

「感じ」をつかんでもらうことを目的とする． 

 

セミナーwebページ 

http://www.mayomi.org/bsj/spring18.html 

 

※定員に達したため，申し込みは締め切らせてい

ただきました． 

 

 

平成28年度研究部会の募集について（募集期間

延長） 

 

運営委員会委員長 大森拓哉（多摩大学） 

 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティーに富んだ研究成果を挙

げることを目的とする研究グループがあります．

活動経費は，地域部会については1部会上限5万

円程度，研究グループは1部会5万円（採択件数

は優れた研究計画若干）です．地域部会について

は，都心部から東京近郊までを主たる活動地域と

する部会を考えておりません．平成28年度の研 

究部会の募集を下記要領で行います．なお，採否

の審査結果は，4月初旬にお知らせする予定です． 

 

・提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

下さい．）： 

(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者

（会員・非会員別），助成希望金額，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予

定者（会員・非会員別），研究計画，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

・応募締切：平成28年3月31日（木）必着 

・送付先（問合せ先）： 

日本行動計量学会運営員会委員長 

大森拓哉 

ohmori@tama.ac.jp 

 なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 

をご参照下さい． 

 

 

第43回大会チュートリアルセミナーのご報告 

 

運営委員会委員長 大森拓哉（多摩大学） 

 

日本行動計量学会第 43 回大会チュートリアル

セミナーが以下のとおり開催されました． 

日時：2015年9月1日（火） 

13:00～16:30（コースA） 

13:00～17:30（コースB） 

会場：首都大学東京南大沢キャンパス 1 号館 1

階120教室（コースA） 3階330教室（コース

B） 

 

コースA：ロボット介護機器評価・改善を実現す

る「人」の能力最大化支援－現場状況の把握・行

動の意味分析・行動変容を目指して－ 

講師：西村拓一先生（産業技術総合研究所） 

参加人数 5名 

概要：介護現場での「人」のセンシング能力とデ

ザイン能力を最大化して現場状況を把握し，改善

することを支援する方法論と技術についての概説

をしていただきました．実際に運用している申し

送りシステムのデータ分析と業務改善した事例に

ついて，実際のシステムを参加者全員がタブレッ

トを使用しながら体験実習も行いました． 

コースB：著者が解説する「Rによる心理学研究

http://www.mayomi.org/bsj/spring18.html
mailto:ohmori@tama.ac.jp
http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf
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法入門」 

企画・司会：山田剛史先生（岡山大学） 

講師： 宇佐美慧先生（筑波大学） 

 尾崎幸謙先生（筑波大学） 

 鈴木雅之先生（昭和女子大学） 

 高橋雄介先生（京都大学） 

 安永和央先生（東京大学・日本学術振興会） 

参加人数 48名 

概要：企画・講師の先生方が著された「Rによる

心理学研究法入門」（北大路書房）にもとづき，

PC を用いた演習形式のセミナーを開催していた

だきました．本で取り上げた心理学研究・Rでの

分析について，本に書かれている以外の話題にも

触れつつ，丁寧に解説していただきました． 

 

 両コースとも，実習の伴った，内容の密な，充

実したセミナーになったことと思います．講師の

先生方，および参加いただきました皆様に，改め

て御礼申し上げます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会より 
 

広報委員会委員長 中山厚穂（首都大学東京） 

 

学会Webページの整備・更新 

Webページの整備・更新をするとともに，会員

の方々に関連があると思われる各種イベント，セ

ミナー情報などについて随時告知いたしました．

今後も会員の皆様に有益な情報が提供できるよう

引き続き Web ページの整備・更新を行っていき

たいと思います． 

 

メールニュースの配信 

 メールニュースの配信状況は下図の通りです．

おおむね前年度の配信数と同程度となっておりま

す．広報委員会では，会員に関係があると思われ

るシンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企

業の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆

様から情報を募集しております．広報依頼の受付

のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

 
メールニュースの配信数 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝活

動を組織的に行っています．第43回大会について

も，他学会のメーリングリストでの案内やWEB

での掲載を可能な限り行いました． 

 皆様の加入されている学協会で，本学会の行事

をご案内できる場としてお薦めのものがございま

したら，広報委員会までご連絡下さい．今後の広

報活動の参考にさせて頂きます． 
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大会担当委員会より 

 
大会担当委員会委員長 松本渉（関西大学） 

 

第43回大会の総括と第44回大会にむけて 

前号の会報でお知らせしましたように，今後の

大会開催における運用上の工夫を見出したいと考

え，大会期間中の9月4日のお昼休みに対面での

大会担当委員会を開催し，意見交換を行いました． 

特に，第 43 回大会で初めて採用された「ポス

ターセッション」と「ラウンドテーブルセッショ

ン」についての総括を行いました． 

--------------------------------------------------------- 

◎ ポスターセッション 

ポスターセッションは，第2次活性化委員会の

提案により実施されたものです．このセッション

につきましては，目算で100人弱程度の参加者数

と推定されました．単純な参加者人数とは別に，

密度の濃い議論ができたという感想もありました． 

【課題】在席責任終了時間になってもその場で議

論が続くなど，発表者が次の予定がある場合でも

退席しづらい点が課題として指摘されました． 

【対策】第 44 回大会からはポスターの時間管理

をする担当者（座長または受付）を配置し，その

担当者がセッションの終了を宣言し，一度セッシ

ョンを終了させる方針としました． 

 
第43回大会ポスターセッションの風景 

◎ ラウンドテーブルセッション 

ラウンドテーブルセッションは，第 43 回大会

実行委員会（主催校側）の発案で実施されたもの

です．これにつきましても全般的に盛況という意

見が多く出ました．事前の想定よりも盛り上がっ

たこと，工夫すれば参加者間の交流・議論を深め

るなどメリットがあると考えられましたので，第

44回の大会でも設定する方針となりました． 

【課題】議論の時間が不足気味だった点が課題と

なりました．大半が発表時間に使われてしまい，

単にロの字に着席した特別セッションになりかね

ないようなケースもありました．見知らぬ参加者

同士が互いに交流を深めるには不十分でしたし，

セッション設置を提案した側では，限定された少

人数の参加者による密接した議論をすることがイ

メージされていたわけですが，企画イメージから

は遠いものも少なくなかったようです． 

【対策】具体的なやり方はさらに検討を続けてお

りますが，密接な議論となるような手順を定め，

参加者全員がその手順を理解できるように，プロ

グラムに進行手順をより詳しく明記した方が良い

と考えています．例えば，現時点では， 

1. 全員の自己紹介を必ずおこなう． 

2. 議論の時間を何分以上又は全体の何％とい

う形で明確に確保する． 

3. 討論参加者を事前登録制として定員を明確

にする． 

といった手順を考えています． 

--------------------------------------------------------- 

本年の大会のスケジュールについて心配され

る点も議論しました．開催地である北海道では多

くの参加者が飛行機利用になります．昨今の宿泊

施設における混雑状況，お盆休み明けの開催日程

も考慮すると，参加者の皆様には極力早めに参加

申し込みをして頂き，宿泊先や航空機等の予約も

早めに済ませて頂きたいと考えています． 

そこで，プログラムはオンライン版を早めに公

開する方針にしました．この点は第 44 回大会実

行委員会が2月中にWEB公開したスケジュール

（本号会報p.3にも掲載）にも反映されています． 

 

第 43 回大会のラウンドテーブルセッションを企

画された方へのお願い 

ラウンドテーブルセッションは参加者間で議

論するセッションですので，前年度と同一テーマ

を扱って頂いて全く問題ありません．第 43 回大

会で議論し尽くせなかったようなセッションもあ

るかと思います．第 44 回大会でも同一または類

似のテーマのセッションを躊躇なく企画登録頂け

れば幸いです．もちろん新しいテーマの企画のご

提案も大歓迎です． 
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【シリーズ海外レポート⑬】 

 

メルボルン大学に滞在して 

 

清水裕士（関西学院大学） 

 

今から 6 年も前になりますが，2010 年 7 月か

らメルボルン大学で客員研究員として 10 か月ほ

ど滞在していました．その頃のことをがんばって

思い出して文章を書いています．今もそうですが，

当時から写真というものをほとんど撮らないもの

で，記事に向いている写真が見当たりませんでし

た．文章ばかりで恐縮ですがご容赦下さい． 

日本学術特別研究員PDとしてポスドクをして

いたとき，政権交代を目前にして文科省が「優秀

若手研究者海外派遣事業」というものを始めると

いう話を小耳にはさみました．どういう事業かと

いえば，現在学振PDの研究員を対象に研究費と

は別に海外派遣の旅費をくれるという今から思え

ば恐ろしく恵まれたものでした．しかも発表され

たのが 6 月で，8 月までに書類をそろえないとい

けないという急なものでした．当初，英語も苦手

で海外に行く気などさらさらなかった私ですが，

締め切りも迫る中，「これを逃したら海外なんて多

分行かないな」と思い，申請することにしました． 

ほぼ1か月で受け入れ先を決めて，しかも承諾

のレターも提出しないといけないということで，

行先はかなり限られるなぁと思っていました．し

かしちょうどその時大学院時代からの知り合いが

オーストラリアのメルボルン大学におり，その受

け入れ先の先生が日本人の嘉志摩先生という社会

心理学では国際的にも有名な先生だったこともあ

り，さっそく連絡して話をつけてもらいました．

研究テーマなどもちょうどラボで進めようとされ

ていたプロジェクトとも近かったこともあり，す

んなりとOKがでました． 

ここまではスムーズにいったのですが，その後

が大変でした．まずメルボルン大学側の担当事務

の人が急遽長期バカンスでいなくなっていたり，

3 月に保険制度についての法律が変わってビザに

必要な書類が変わったりと，なかなか手続きが思

うように進みませんでした．結局，当初の4月出

発の予定が 7 月までずれ込んでしまいました．3

月にいろんな方に送迎パーティー的なものをして

もらった手前，なかなか気まずく，「清水は実はず

っと日本にいたんじゃないか疑惑」もあったぐら

いです（笑）． 

さて，メルボルン大学はオーストラリアの

Melbourne にある名門の大学で，1853 年に設立

されました．世界大学学術ランキングは 2015 年

では 44 位で，オーストラリアではトップです．

大学はメルボルンシティの中心街から歩いてもい

けるほど近く，便利な立地です．建物はすべてヨ

ーロッパ風で，かなり昔からあるものもまだ残っ

ていました．治安もとてもよく，夜道でもみんな

ひとりで歩いているぐらいには安全でした． 

 

ラボのメンバーと一緒に撮ったメルボルン大学の

写真 

 

私が客員研究員として訪れたのは School of 

Psychological Sciences の Social Action 

Laboratoryで，社会心理学者が3人いるラボでし

た．そのなかの嘉志摩佳久教授のもとで 10 か月

ほどお世話になりました． 

着いた頃は街の人のオーストラリアなまりの英

語がまったくわからず，「どうしよう，生きていけ

るのか」とかなり不安でしたが，大学内は世界中

から人が集まっていることもあってなまりも少な

く，なんとかコミュニケーションはとれました．

ミーティングはラボ全体のもの，教授と二人で行

うもの，少人数のチームで行うものなどがありま



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 148 号                                 2016 年 3 月 1 日 

9 

した．英語が苦手な僕が研究で貢献できるか全く

もって不安でしたが，幸い統計分析が得意だった

こともあって，分析やプログラミングについては

ところどころ貢献することができ，ラボのメンバ

ーの論文にも名前を連ねることができました．統

計の知識を提供していただいた行動計量学会の先

生方には感謝したい気持ちでいっぱいです． 

私自身の研究は，文化や社会規範において「み

んなが同じことをしている状態」からどのように

して「みんながそれをやらなければならない状態」

になるか，その変化について研究していました．

嘉志摩先生とは毎週ミーティングの機会をもらい，

理論構成，シミュレーション研究，データ収集な

どについてお世話になりました．ラボメンバーか

らは「Yoshi（嘉志摩先生のこと）はメールがなか

なか返ってこない」と評判なぐらい多忙を極める

なか，理論的な議論については２～３時間ずっと

話す機会をいただき，かなり恵まれた環境にいた

と思います．滞在期間の後半はゲーム理論につい

ての勉強会にも参加させてもらって，とても刺激

的でした． 

ラボ全体のミーティングは最後まで議論につい

けるほどには英語力は身に付かず，十分に研究の

ことを議論できたかといえば，そうではなかった

ように思います．ただ，あの時期ほどじっくり一

つのテーマについて考える機会はもうないんじゃ

ないかというほどいろいろ考えていました．今は

学内の授業やゼミ，会議や子育てなどでなかなか

研究の時間が取れない毎日ですが，メルボルン滞

在中は朝起きてから夜寝るまでずっと研究のこと

を考えていました．本当に恵まれていた時間だっ

たんだなと今になって改めて思います．単身での

海外滞在を許してくれた妻にも本当に感謝してい

ます．メルボルンに滞在していたときに研究して

いたこと，考えていたことは今でも研究テーマの

中心になっていて，今頂いている科研費も当時の

アイディアを発展させて実験計画として形にした

ものです．その意味で，自分の研究者人生で重要

な位置を占める期間であったといえます． 

メルボルンの街についても少し紹介しておきま

す．メルボルンシティはこじんまりした範囲に必

要なものがほとんどそろっているので，生活がと

てもしやすい場所です．また，アジア人，ギリシ

ャ人，イタリア人と，いろんな国の人が集まって

いることもあって，英語が話せないことに対する

寛容さがあることはとてもありがたかったです．

さすがマルチカルチャーを謳っているだけありま

す．食事などもいろんな国のものがあるし，アジ

アンマーケットもあるので，全然困りませんでし

た．オージービーフも日本で食べるものに比べて

格段においしく，日本の脂が多めのステーキより

も好きになりました． 

 基本的に出不精なので，観光などはほとんど行

きませんでしたが，妻がメルボルンに来てくれた

ときなどは動物園でカンガルーを見たり，フィリ

ップ島にいってペンギンを見たりとそれなりには

メルボルンを楽しみました．オスのカンガルーが

ヤバイぐらいムキムキだったのが印象的でした．

個人的にお勧めなのは路面電車に乗りながらディ

ナーが食べられる「トラムカー・レストラン」な

んかは楽しかったです．あと，なぜか当時のメル

ボルンではカラオケが人気で，何回かラボのメン

バーや日本人の友人たちとカラオケに行きました．

いろんな国の曲が入っていて，普通に楽しめまし

た． 

 スタートから波乱万丈なメルボルン訪問でした

が，全体的にはとても楽しめましたし，研究者と

してもとても有意義な期間であったと思います．

もちろん「こうしておけばよかった」と後悔する

部分もないではないですが，またサバティカルな

どの機会があればもう一度行ってみたいなと思え

る場所でした． 

 

清水裕士（しみず・ひろし） 

関西学院大学社会学部

准教授 

大阪大学大学院人間科学研

究科修了. 2011 年広島大学

大学院総合科学研究科助教. 

2015 年より現職.2015 年よ

り当学会広報委員. 
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理事会議事録 

日本行動計量学会2015年度第5回理事会議事録 

 

日時：2015年11月11日（水）18：00～19:45 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：朝野煕彦，稲水伸行，岩崎学，大森拓哉，

岡太彬訓，尾崎幸謙，菊地賢一，椎名久

美子（書記），繁桝算男，中山厚穂，朴

堯星，林文，星野崇宏，森裕一，山岡和

枝（15名），委任状10名 

 

資料 

1. 2015年度第4回理事会議事録案 

2. 2015年度総会議事録案 

3. 和文誌編集委員会からの報告 

4. 大会担当委員会報告 

5. 統計関連学会連合委員 

6. NII-ELS請求書 

7. 第43回大会実行委員会報告 

8. 政府中央統計機関などの首都圏外移転へ

の緊急意見表明（案） 

9. 運営委員会資料 

 

議事 

 議事に先立ち，出席者25名（理事出席15名，

委任状10名）を確認し，理事会が成立しているこ

とが確認された．また，繁桝理事長より，海外出

張のため前回理事会および 2015 年度総会に出席

できなかったことのお詫びがあった． 

 

1. 議事録確認 

資料1にもとづき，2015年度第4回理事会の

議事録が承認された． 

資料2にもとづき，2015年度総会の議事録が

承認された． 

2. 第43回大会 

中山理事（大会実行副委員長）より，資料 7

にもとづき，大会参加者数，大会抄録集のミス

プリントへの対応，協賛企業へのお礼状の送付

等が報告された． 

尾碕大会担当副委員長より，資料4にもとづ

き，新たな試みとして実施したポスターセッシ

ョンとラウンドテーブルセッションについて

の総括があり，肯定的な評価と共に，改善を要

する点も報告された． 

3. 第44回大会 

尾崎大会担当副委員長より，資料4にもとづ

き，実行委員会の設立を準備中であること，プ

ログラムを公開するスケジュールを改善する

必要があることが報告された．また，抄録集の

印刷業者は大会ヘルプデスクの委託先と同じ

である必要はないことを，確認した． 

4. 学会賞選考委員長 

岡太理事を選考委員長とすることとした． 

5. 欧文誌検討委員会 

岡太委員長より，Behaviormetrikaの出版に

ついてシュプリンガー・ジャパン社と 9 月 30

日に契約したことが報告された．2017年発行の

第 44 巻 1 号から従来の笹氣出版印刷に代えて

シュプリンガー社より出版することや，

Editorial Managerのシステムが稼働するスケ

ジュールなどの詳細に加えて，植野欧文誌編集

委員長を中心にEditorial Board の人選を進め

ていることが報告された．12月9日に第1回編

集委員会が開催される予定である．また，平成

28年度科研費「国際情報発信強化」に応募した

ことが報告された．バックナンバーのダウンロ

ードは，当面は，現状のままとすることとなっ

た． 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料3にもと

づき，現在の審査状況，第42巻2号の発行，

特集号の企画について報告された．星野編集

委員長名で，査読期間の短縮化に努めている

ことを周知して投稿をうながすメッセージを

会報やWebに出すことを検討することにした． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料9にもとづき，春の

合宿セミナーの日程と場所の決定，および，

平成 28 年度の研究部会の募集スケジュール

の報告があった．研究部会については，応募

の条件が厳し過ぎるという意見や，活動経費

の増額を検討してはという意見が出され，運

営委員長と事務局を中心に検討することにな

った． 

・広報委員会 

中山委員長より，会報や学会Webサイトの

更新などの広報活動について報告があった． 
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・大会担当委員会 

尾崎副委員長より，資料4にもとづき， 

新規委員の追加が提案され承認された． 

・資料アーカイブス委員会 

朴副委員長より，資料を整理中であること

や，公開方法について吉野委員長と検討を進

めていることが報告された． 

・統計関連学会連合 

菊地事務局長より，資料5にもとづき，統計

関連学会連合委員と2016年度連合大会委員が

提案され，事業委員には，植野理事と星野理事

を推薦することとした． 

・事務局 

菊地事務局長より，入会の申請報告があり，

承認された． 

資料 6にもとづき，NII-ELS の廃止を受け，

その移行先について検討する必要があること

が報告された．いくつかの案について費用を調

べた上で，年度内に結論を出すことにした． 

7. その他 

次回理事会は後日日程を調整の上，平成 28

年2月に大学入試センターにて開催予定． 

 

以上 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2016年

1月8

日 

Joint 8th International 

Conference on Soft 

Computing and 

Intelligent Systems 

and 17th International 

Symposium on 

Advanced Intelligent 

Systems 

2016年8月

25日-28日 

（2015 年11 月15日～2016 年2 月10日承認の

もの） 

 

 

 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

 

☆第10回日本統計学会春季集会 

開催日：2016年3 月5 日（土） 

開催場所：東北大学川内南キャンパス 

http://www.jss.gr.jp/ja/convention/spring/10/JSS

spring2016.html 

 

☆第61回数理社会学会大会 

開催日：2016 年3 月17 日（木）・18 日（金） 

開催場所：上智大学四谷キャンパス 

http://www.jams-sociology.org/ 

 

☆応用統計学会2016年度年会 

開催日：2016年3 月17 日（木）  

開催場所：統計数理研究所 

http://www.applstat.gr.jp/annual/annual2016.p

df 

 

☆2016年度日本計量生物学会年会・チュートリア

ル 

開催日： 2016年3月18日（金）・19日（土） 

チュートリアル： 2016年3月18日（木） 

開催場所：統計数理研究所 

http://biometrics.gr.jp/annualmtg_2015/registra

tion.html 

 

☆第37回社会言語科学会研究大会 

開催日：2016年3月19日（土）・20日（日） 

開催場所：日本大学文理学部  

http://www.jass.ne.jp/ 

 

☆第11回日本感性工学会春季大会 

開催日：2016年3 月26日（土）・27日（日） 

開催場所：神戸国際会議場 

http://www.jske.org/taikai/jske11s/submission/ 

 

☆第27 回日本発達心理学会 

開催日：2016年4月29日（金）～ 5月1日（日） 

開催場所：北海道大学 

http://www.jsdp.jp/contents/meeting/taikai.html 
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☆WAPOR 69th Annual Conference  

開催日：2016年5月10日（火）～12日（木） 

開催場所：Austin, Texas, United States.  

http://wapor.org/69th-annual-conference/ 

 

☆日本方言研究会第102回研究発表会 

開催日：2016年5月13日（金） 

開催場所：学習院大学目白キャンパス 

http://dialectology-jp.org/ 

 

☆日本語学会2016年度春季大会 

開催日：2016年5月14日（土）・15日（日） 

開催場所：学習院大学目白キャンパス 

 

☆日本計算機統計学会第30回大会 

開催日: 2016年5月19日（木）・20日（金） 

開催場所: ハートピア京都 

http://jscs.jp/taikai/30/ 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第 99 回

研究大会  

開催日：2016年6月11日（土）・12日（日） 

開催場所：東北大学 

 

☆第25回日本健康教育学会学術大会  

開催日：2016年6月11日（土）・12日（日） 

開催場所：沖縄科学技術大学院大学 

http://www.knt.co.jp/ec/2016/25nkkg/ 

 

☆日本認知心理学会第14 回大会 

開催日：2016年6月18日（土）・19日（日） 

開催場所：広島大学東広島キャンパス 

発表申込登録締切：3月14日 （火） 

http://home.hiroshima-u.ac.jp/cogpsy14/ 

 

☆日本言語学会152回大会 

開催日： 2016年6月25日（土）・26日（日） 

開催場所：慶應義塾大学    

http://www.ls-japan.org/ 

 

 

 

 

☆第31 回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

(ICP2016) 

開催日：2016 年7 月24 日（日）～29 日（金） 

開催場所：パシフィコ横浜 

http://www.icp2016.jp/ 

 

☆第48回日本医学教育学会大会  

開催日：2016年7月29日（金）・30日（土） 

開催場所：大阪医科大学 

発表申込締切：2016年3月15日(火) 

http://jsme.umin.ac.jp/ 

 

☆第57回日本社会医学会総会 

開催日：2016年8月6日（土）・7日（日）  

開催場所：草津市立まちづくりセンター 

抄録提出締切：2016年5月31日（火） 

http://www.shiga-med.ac.jp/~socmed57/ 

 

☆日本看護研究学会第42回学術集会 

開催日：2016年8月20日（土）・21日（日） 

開催場所：つくば国際会議場 

http://ech.co.jp/jsnr42/outline.html 

 

☆Joint 8th International Conference on Soft 

Computing and Intelligent Systems and 17th 

International Symposium on Advanced 

Intelligent Systems（日本行動計量学会協催） 

開催日：2016年8月25日(木)～28日(日) 

Early Registration: 2016年6月1日（水） 

開催場所：北海学園大学 

http://scis2016.j-soft.org/ 

 

☆日本テスト学会第14回大会 

開催日：2016年9月8日（木）・9日（金） 

開催場所：電気通信大学 

http://www.jartest.jp/meetings.html 

 

☆第26回日本家族社会学会大会 

開催日：2016年9月10日（土）・11日（日） 

開催場所：早稲田大学戸山キャンパス 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/regulation/ 
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☆2016年度統計関連学会連合大会  

開催日：2016年9月4日（日）～ 7日（水） 

開催場所：金沢大学 

http://jss.gr.jp/ja/convention/index.html 

 

☆第25回日本パーソナリティ心理学会 

開催日：2016年9月14日（水）~ 9月15日（木） 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

発表申込期限：2016年5月23日（月） 

http://conference.wdc-jp.com/jspp/25/ 

 

☆第57回日本社会心理学会 

開催日：2016年9月17日（土）・ 18日（日） 

開催場所：関西学院大学西宮キャンパス 

発表・参加申込期限：2016年5月26日（木）  

自主企画ワークショップ申込期限：2016 年 5 月

26日（木）  

論文集原稿の受付期限：2016年5月26日（木） 

http://www.socialpsychology.jp/conf2016/ 

 

☆第30回日本音声学会全国大会 

開催日：2016年9月17日（土）・18日（日） 

開催場所：早稲田大学 

http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/30th

_2016 

 

☆第89回日本社会学会大会  

開催日：2016年10月8日（土）・9日（日） 

開催場所：九州大学伊都キャンパス 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2016/10/08000000.p

hp 

 

☆計量国語学会第60回大会  

開催日： 2016年10月8日（土） 

開催場所：日本大学文理学部 

http://www.math-ling.org/ 

 

 

☆日本教育心理学会第58回総会  

開催日：2016 年 10 月 8 日（土）～10 日（月・

祝） 

開催場所：サンポートホール高松・かがわ国際会

議場 

発表申込・発表論文集原稿締切：2016年5月 16

日（月） 

https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2016

/top 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第100回研究大会  

開催日：2016年11月26日（土）・27日（日） 

開催場所：大阪大学 

 

☆The 21th IEA World Congress of 

Epidemiology(WCE2017) 

開催日：2017 年6 月25 日（日）～27 日（火） 

開催場所：大宮ソニックシティ 

http://wce2017.umin.jp/ 

 

 

公募・求人情報 

 

☆「平成28年度生命保険に関する研究助成」のご

案内 

公益財団法人生命保険文化センターでは毎年，

若手の研究者を対象に生命保険に関する研究助成

事業を行っております．貴学会会員の研究者の皆

様にも奮ってご応募賜わりたく，ここに平成 28

年度研究助成をご案内申し上げます． 

 

詳しくは以下のWebページをご覧下さい． 

http://www.jili.or.jp/research/josei/index.html 

 

公益財団法人生命保険文化センター 

理事・事務局長 長岡功 
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会員の著書等 

「宇宙の人間学」研究会（編）『なぜ，人は宇宙

をめざすのか－「宇宙の人間学」から考える宇宙

進出の意味と価値』，木下冨雄ほか（分担執筆）

誠文堂新光社，2015年8月 

 

 

 

田崎勝也（編著）『コミュニケーション研究のデー

タ解析』，ナカニシヤ出版，2015年9月 

 

 

 

出口慎二（著）『記述的多変量解析』，

DATAEXOLORING，2015年11月 

 

廣瀬英雄・藤野友和（著）『確率と統計－Web    

アシスト演習付』，培風館，2015年11月 

 

 

 

吉川直人・野口和彦（編）／Regina Titunik・Paul 

Midford・芝井清久・杉山知子・小林良江・佐藤

敦子・中本義彦・重政公一（分担執筆）『国際関係

理論（第2版）』，勁草書房，2015年11月 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 

電気通信大学大学院情報システム学研究科 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/bhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号(1974年)に

遡って電子化し，JSTで運用している電子アーカ

イブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて全

文公開(無償での公開)しております．電子アーカ

イブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の著作

権行使（全文電子公開）同意を論文著者から得る

必要があります．1999年の総会以降刊行された論

文については，著作権は日本行動計量学会に帰属

するよう規定が明確に定められましたが，それ以

前に掲載された記事等の著作権は，明確に定めら

れておりませんでした．電子化し公開するに当た

っては，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者のご

了解をいただきました．現在までにお返事をいた

だいていない著者の論文は，本来は著者からの権

利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
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ご連絡 

日本行動計量学会会員数 (2016年 2月 12日現

在) 

正会員       ： 771 名 （海外 7 含む） 

準会員       ： 55 名  

名誉会員      ： 16 名  

賛助会員      ： 21 社  

シニア会員     ： 26 名  

計         ： 889 名  

学会誌等寄贈先 ： 6 件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳し

くは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録

されたアドレスにメールニュースを配信してい

ます．こちらへメールアドレスを新規登録，変

更，削除（メールニュースの配信停止）される

場合は，ご自身で，「会員向けメーリングリス

ト：登録・サービスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペ

ージにログインして作業を行って下さい．よろ

しくお願いします． 

（注意）2013 年 12 月中旬より配信システムが

変更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用の

パスワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過

去のメーリングリストアーカイブ」（過去のメー

ルニュース）のページにアクセスする際には，

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要と

なります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企

業・団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報や

メールニュースの記事としての掲載および学会

ホームページからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であって

も，当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそ

れに準じた組織（国立研究機関等）でない場合

には，求人情報を記事として配信することはで

きません．配信を希望される場合には，事前に

賛助会員になって頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また求

人広告かどうかにかかわらず， お引き受けして

います．後述する方法で申し込んで下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学

会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された

著書(会報発行日に出版後 2 年を経過しないも

の)や，会員に関係があると思われるシンポジウ

ム，セミナー，公募情報(賛助会員企業の求人情

報も含む)などの情報を含め，会員の皆様から原

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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稿を募集しております．広報依頼の受付のペー

ジ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞では，出版賞は，過

去 3 年程度の間に会員によって刊行された優

れた図書の著者・訳者が対象となっています．

本会報の「会員の著書等」の紹介コーナーは，

会員の方々が著書等を出版されたことをアピー

ルできる数少ない場であると思いますので，優

れた書籍の推薦や情報などをお寄せ下さいます

ようお願いいたします．なお，会員の方がご自

身で出版された著書についてご連絡いただく際

には，書誌情報とともに(出版社から入手した)

書影を後日お送りいただきますので，ご準備下

さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号149号の場合には4月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載すること

が可能です．それ以降に届いたものにつきまし

ては，内容を判断した上で，次号に回させてい

ただきますのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，広報依頼の受

付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲

載は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

第43回大会に続き，第44回大会においても，

ポスターセッションとラウンドテーブルディス

カッションを設けることになりました．大会担

当委員会からのお知らせにありますように，両

セッションともに課題がありますが，対策を練

りながら毎年良いものにしていければと思って

おります． 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいと

ころ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意見

をお伺いしながら，皆様のお役に立てるような

魅力ある充実した会報となるように努めていき

たいと考えております．ご意見，ご要望，その

他会報に掲載すべきと思われる情報などござい

ましたら広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げま

す． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

 

会報作成担当：尾崎幸謙，阿部貴人，上野雄史， 

宇佐美慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 

 

相談役：松本渉 
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